
強化学習で AI を避難させてみた 

 

0. はじめに 
補足資料として、別サイトに動画などを上げておきま

した。以下の QR コードからぜひご覧ください。 

1. 研究動機 
今年の春休みに、YouTube で強化学習を用いた

様々な検証動画を見て、強化学習というものに興味

を持ったため。 

2. 研究目的 
・強化学習×避難という新たな可能性を見出すこと。 

・ML-Agents ライブラリを用いた強化学習の実装

に慣れること。 

3. 強化学習とは? 
強化学習というのは、ある学習環境に置かれた人工

知能(エージェント)が、環境の観察や行動に対して

与えられる報酬によって経験を得ていき、その報酬

を最大化するアルゴリズムを構築していく、機械学習

の一つの手法である。詳しくは補足資料へ。 

4. 研究方法 
ゲームエンジン Unity とその強化学習ライブラリ

「ML-Agents」を使用して、強化学習を行う。今回

対象とする避難行動は、大雨などによる洪水時など

に緊急の一時的な避難として有効な、垂直避難であ

る。 

今回の学習環境の仕様を以下に示した。赤字がエ

ージェントに与えられる報酬(単なる正の数値)、青字

が罰(負の報酬)である。また、計 3 個ある階段封鎖

物が8個の階段のうちどれを塞ぐかは、ランダムで変

化する。 

この部分も、補足資料に詳しいものを掲載した。 

5. 結果 
500 万回学習させた後、出力された学習データを

エージェントに読み込ませて約 10000回試行させた

結果、以下のような結果が得られた。約 70%が 3 階

への避難に成功した。補足資料に、実際にエージェン

トが避難している様子の動画を掲載した。 

6. 考察 
失敗したときの水面の高さの平均値が 1 階の床の

高さ(高さ0)を下回っていることから、「水から逃げる」

という避難の最大の目標は達成できているといえる。 

上述の結果にたどり着くまでに、報酬の設定や各パ

ラメータの調整を変えて何パターンか学習をさせて

いたが、エージェントに対して罰ばかり与えるよりも、

こちらが目標とする行動に近づくたびに報酬を与え

ていく方がより良い学習結果が得られやすいことが

分かった。「褒められると伸びる」は人工知能にも言

えるのかもしれない。 

機械学習は一般的に、人工知能がなぜその振る舞

いをしたのかの説明が難しい。そのため、学習結果を

どれだけわかりやすく、可視化してまとめられるかが、

学習結果を考察するのに必要であると思った。 

7. 結論と今後の展望 
今回の学習条件下では、70%の成功率で垂直避

難をできるという結果が得られた。また、強化学習で

も避難行動を学習させることは可能であることが分

かった。 

1 年生のうちは、学校などのさらに複雑な環境下で

学習させたり、実際の避難経路と人工知能の学習結

果を比較したりして、自身の研究を深めるつもりだ。 
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